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会議録 

名称 第５期各務原市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定委員会（第５回） 

開催日時 令和６年８月２６日（月） １３：３０～１４：１０ 

開催場所 産業文化センター７階 会議室 

出席者 

委員１８名のうち、出席者１７名、欠席者１名 

柴崎建委員長、清水惠子副委員長、苅谷直文委員、矢野泰嗣委員、稲垣光晴委員、

小川伸委員、土田周策委員、可兒正則委員、杉山正明委員、中野正勝委員、安井徳

子委員、飯沼洋成委員、山田弘委員、髙橋功騎委員、五十川綾子委員、山田雅義委

員、加藤雅人委員 

※欠席者：細江伸央委員 

事務局：各務原市福祉政策課、各務原市社会福祉協議会地域福祉課 

議題及び

審議・協

議結果等

の概要 

次第 

１ 開会 

２ 議事 

（１）第５期各務原市地域福祉計画・地域福祉活動計画（素案）について 

３ その他 

４ 閉会 

１ 開会 

・ 委員１名欠席で 18名中 17 名が出席しており、各務原市附属機関設置条例及び

第５期各務原市地域福祉活動計画策定委員会 設置要綱により、過半数の委員

の出席があることから、本会議が有効に成立していることを報告 

・ 傍聴希望者が０名であったことを報告  

・ 委員長より開会のあいさつ 

・ 福祉政策課課長の異動について報告 

 

２ 議事 

（１）第５期各務原市地域福祉計画・地域福祉活動計画（素案）について 

≪事務局より説明≫ （資料１・２） 

≪質疑意見≫ 

 

【委員長】 

・前回の委員会でボランタリーハウスの現状に関して質問があったが、改めて事

務局から説明をお願いする。 

【事務局】 

・ボランタリーハウスはコロナ禍を経て、令和５年には減ってきている。前回も

話したが、ボランタリーハウスは４種類あって毎月型・毎週型・ミニ型・巡回
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型など地域の皆様の協力を得て様々な形で開催している。前回の委員会で委員

から子どもをターゲットにしてはどうかという話があったが、もともとボラン

タリーハウスは子どもも対象にしており、高齢者でも子どもでも気軽に利用で

きる。現に、昔は保育園でやっていた所もあったが今はなく、子どもをターゲ

ットにしたボランタリーハウスの新しい形を作っていけるとよいと考えてい

る。令和７年度の計画にあげて、内部でも検討していきたいと前回伝えたとこ

ろである。 

【委員】 

・P44 重点プロジェクト３「制度のはざまにいる人への支援」で、前の意見が反

映されて分かりやすくなったと思う。庁内の連携の横軸がわかりやすくなっ

た。その先に、色々な相談の窓口があり、ひとつのところで解決できないこと

が皆で集まって、色々な分野で検討するという形になっている。 

・コーディネート機能の設置とあるが、現時点でコーディネーターの人が配置さ

れるのか、非常に重要なポジションとなりますがどんなイメージか。 

【事務局】 

・体制について、来年度以降の話になるので固まってはいない。検討している案

としては、現在は高齢や障がいというそれぞれの相談窓口を持って分野ごとに

対応しているが、今後は、例えば高齢と障がいなど、分野をまたぐ相談が来た

時に、コーディネートを担う別の部署を設け、そこが音頭をとって関係する部

署や機関に召集をかけ、組織的にコーディネートを行うような体制を整えられ

たらと検討を進めている。 

【委員】 

・私たち（各務原市介護保険サービス事業者協議会）は、各務原市の介護事業所

が集まった団体で、ケアマネージャー（以下、「ケアマネ」という。）も多く所

属する団体でもある。P73①災害時の要配慮者への支援体制整備について、№

47「要配慮者の把握」にある「避難行動要支援者名簿」は、現状、ケアマネは、

自分が担当している高齢者の方が名簿に登録されているかどうかを直接的に

知る機会がない。独居高齢者の方で、名簿に対する理解が不十分な場合、市役

所から名簿に関する書類を受け取った高齢者本人から、ケアマネを通じて相談

を受けることがある。市が名簿を管理されているのは良いと思うが、実際に現

場で動くのは介護事業者やケアマネとなることが多い中で、統一した形の名簿

をそれぞれが持ち、共有できれば良いと思う。 

【事務局】 

・防災の部分について、計画に細かい記載はできていないが、修正点にもあった

とおり、今後、個別避難計画として個人の状況をみて、要支援者の皆さまの避

難方法を検討していかなければならないと考えている。その中で、例えば要支

援者の方、特に重度の方については、恐らくケアマネや介護事業所の方が情報

をお持ちで、実際に普段のサービスを提供されていると思う。どういう形で連
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携するのかについては、個人情報保護の観点もあるのでこの場での回答はしか

ねるが、事業所の皆さまとの連携を図る必要があるという話は出ているので、

情報や意見を交換させていただいた上で避難計画等の検討を進めていく。 

【委員長】 

・第５期各務原市地域福祉計画・地域福祉活動計画素案を、パブリックコメント

に提示させていただくことについて承認でよろしいか。 

 （参加委員一同）異議なし。 

 

３ その他 

【委員長】 

・ その他、議事以外に質問・確認事項はないか。 

（参加委員一同）発言なし。 

 

４ 閉会 

【事務局】 

・審議承認いただいた素案は、10月にパブリックコメントを実施。 

・次回第６回委員会は、パブリックコメントの結果報告と、計画の最終確認を予

定している。次回策定委員会のあとに市長への答申を考えている。委員会は 11

月後半から 12月の初旬に開催を予定している。 

・以上で、第５回第５期各務原市地域福祉計画・地域福祉活動計画策定委員会を

閉会する。 

 

会議資料 
資料１ 第５期各務原市地域福祉計画・地域福祉活動計画＜素案＞ 

資料２ 第４回策定委員会 意見等一覧 

備考 

 

 

 


